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               『人 文 学 報 』 投 稿 規 定

『人 文学報 』 は、 年 に原 則二回刊行 され る学術誌で,人 文科 学 に関す る関 連領域 の論 文,研 究 動 向,

資料紹介,書 評 ・書 評論文,講 演会記録 などを掲載 す る。

『人文 学報』 には,所 内研究者,共 同研究班 班員,所 内 の客 員(国 内客員 お よび外 国人研 究員),名

誉教援,招 聘外 国人学 者,外 国人共同研究者,研 修 員,受 け入 れ学 術振興 会特別 研究員 が投 稿で き

る。 これ以 外 にまた,編 集委 員会が適切 と判 断 して投稿 を依頼 す る場合 が ある。

本誌 の論 文等 は原則査 読の対象 とな る。原稿 は,査 読 を経 た後,編 集委員 会 の責 任 におい て採否 を

決定 す る。

投稿 料 は支払 われ ない。但 し,論 文,書 評論文執筆 者 には本誌1部 が無料 で提供 され る。 また抜 き

刷 り50部 が 無料 で提供 され る。

著者 校正 は2回 とす る。

投稿 締 め切 りは,毎 年9月 末 日と12月 末 日とす る。 原稿 は,「 『人文学 報』 編集委 員会」 宛 て に送

付す るこ ととす る。

原稿 作成 にあ た って は,「 『人文学報』執筆要 領」 に従 うこととす る。

他雑誌 へ の二重投稿 にっいて はこれを禁 じる。

『人 文 学報 』 に掲 載 された論 文等 につ いて,そ の著 者 は複 製 権(電 子化 す る権利)と 公衆 送 信 権

(公開す る権 利)に か んす る許 諾を人文 科学研究 所 に与 えた もの とす る。人 文科学 研究 所 は公 開 の

便 を はか るた めに,京 都 大学 が設 置 したサ ―バか ら掲載 論文 等 を画像 あ るいはPDFな どの形式 で

送信 す る ことが で きる。
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               『人 文 学 報 』 執 筆 要 領

使 用言語 は原則 日本語 とす る。以下 は 日本語 論文を想定 した要領 であ る。

論 文 には,日 本語(800字 程度)と 欧文(200語 程度)の 要 旨を添付す る。 日本語 のキ ー ワ― ドを

5点 記す。

投 稿原稿 は枚数 を と くに制限 しないが,論 文につ いて は本文12,000～48,000字 を 目安 とす る。 書

評 ・書評 論文 につ いては4,000～8,000字 を 目安 とす る。

原稿 の表紙 に,論 文,研 究動向,資 料 紹介,書 評,書 評論 文な どの区別を明記 す る。 た だ し,こ の

点 に関す る最終 判断 は編集 委員会が行 う。

原 稿 は,ソ フ ト名 を明記 し,デ ジタルフ ァイル とそ のハー ドコ ピーを提 出す る。

原 稿 は,A4サ イ ズとす る。

図表,写 真 な どには,そ れぞれ通 し番 号 と表題を付 ける。 それ ぞれの挿入場所 を,本 文 の右 側欄 外

に番号 で指定 す る(手 書 きで よい)。

引用文献 ・参照 文献 な どの形式 は各専 門分野 の慣行 に従 うこと とし,と くに規定 しない。

注 は後注 とし,注 には通 し番号 をっ け,本 文 とは頁 を改め て作成 す る。 本文 中の注 は,字 肩 に上 付

きで,1),2)な ど と記す。 また,右 側欄 外に注番号 を記 してお く(手 書 きで よい)。

書評,書 評論 文,新 刊紹介 などの場合 には,別 紙 に,著 者名(フ ル ネ一ム),書 名(副 題,シ リー

ズ名,巻 数 な ども含 めて),刊 行地,出 版社,ぺ ― ジ数,定 価 などを記す。

他の言 語で既 に発表 した ものと内容が重 な る場合 は,そ の 旨明記 す る。
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